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調査レポート

「
更
新
投
資
」が
34・７
％
、「
拡
大
投
資
」

が
26・４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
業
種
別
で
は「
効
率
化
投
資
」

に
つ
い
て
畑
作
が
49
・０
％
、露
地
野
菜

が
46
・１
％
、都
府
県
で
の
稲
作
が
45
・

５
％
と
、土
地
利
用
型
農
業
を
中
心
に

４
割
を
超
え
ま
し
た
。

　

ま
た「
更
新
投
資
」が
最
も
高
い
割

合
と
な
っ
た
業
種
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

施
設
花
き
で
43
・０
％
、キ
ノ
コ
が
34
・

７
％
、北
海
道
で
の
酪
農
が
35
・６
％
、

都
府
県
で
の
酪
農
が
37
・４
％
、養
豚
が

46
・１
％
、採
卵
鶏
が
38
・０
％
、ブ
ロ
イ

ラ
ー
が
34・８
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
拡
大
投
資
」に
つ
い
て
は
果
樹
が

37
・４
％
、肉
用
牛
が
32
・５
％
と
最
も

高
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
23
年
に
実
施
し
た
設
備
投
資
の

内
容
と
し
て
は
、全
業
種
で「
農
機
具
・

機
械
装
置
」が
最
も
高
く
な
り
ま
し
た

図
２
。そ
の
他
、北
海
道
で
の
稲
作
と

都
府
県
で
の
稲
作
を
比
較
す
る
と
、北

海
道
で
の
稲
作
で
は「
農
地
な
ど
の
取

得
」、都
府
県
で
の
稲
作
で
は「
農
地
な

ど
の
賃
借
」が
高
く
な
っ
て
お
り
、地
域

に
お
け
る
農
地
流
動
化
の
事
情
の
違
い

が
見
て
取
れ
ま
す
。

24
年
の
投
資
予
定
は
約
半
数

　

２
０
２
４
年
に「
設
備
投
資
予
定
あ

り
」と
す
る
比
率
は
前
年
の
45
・０
％
か

ら
３
・９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、48
・９
％

農業における設備投資の実施状況と、今後３年間で
重点的に取り組みたい事項について調査しました。

23年設備投資は
７割超が実施
実施内容は

「効率化」が最多
―農業景況調査（2024年１月調査）―

と
な
り
ま
し
た
図
１
。

　

特
に
耕
種
で
は
、都
府
県
で
の
稲
作

が
54
・４
％
、畜
産
で
は
養
豚
が
56
・９

％
と
、最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、北
海
道
で
の
酪
農
が
34
・５
％
、

肉
用
牛
が
37
・９
％
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
が

38
・９
％
と
、４
割
を
下
回
っ
た
業
種
も

あ
り
ま
し
た
。

　

24
年
に
実
施
予
定
の
設
備
投
資
の
種

類
に
つ
い
て
は
、農
業
全
体
で
は「
効
率

化
投
資
」が
57
・３
％
と
最
も
高
く
、次

い
で「
更
新
投
資
」が
46
・３
％
、「
拡
大

投
資
」が
32・９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
業
種
別
で
は「
効
率
化
投
資
」

に
つ
い
て
畑
作
が
68
・
６
％
、露
地
野

菜
が
65
・
４
％
、茶
が
63
・
４
％
と
、耕

種
農
業
を
中
心
に
割
合
が
高
く
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
で「
更
新
投
資
」が
最
も
高
く
な

っ
た
業
種
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
施
設
花

き
が
50
・６
％
、キ
ノ
コ
が
60
・０
％
、酪

農（
都
府
県
）が
50
・９
％
、養
豚
が
63
・

４
％
、採
卵
鶏
が
59
・３
％
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、「
拡
大
投
資
」に
つ
い
て
は
肉

用
牛
で
57
・３
％
と
最
も
高
く
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、24
年
に
実
施
予
定
の
設
備
投

資
の
内
容
と
し
て
は
、農
業
全
体
に
お

い
て
は「
農
機
具
・
機
械
装
置
」が
64
・

９
％
と
最
も
高
く
な
り
、次
い
で「
建

物
・
ハ
ウ
ス
・
構
築
物
」が
29
・９
％
と

な
り
ま
し
た
図
２
。

　

２
０
２
３
年
に
設
備
投
資
を
実
施
し

た
割
合
は
74・５
％
、24
年
に
設
備
投
資

を
実
施
予
定
の
割
合
は
48
・９
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

実
施
し
た
、ま
た
は
実
施
予
定
の
設

　

農
業
全
体
で
は
２
０
２
３
年
に
設
備

投
資
を「
実
施
し
た
」と
す
る
割
合
は

74
・５
％
と
な
り
ま
し
た
図
１
。業
種

別
で
は
都
府
県
で
の
稲
作
が
78
・５
％

と
最
も
高
く
、次
い
で
畑
作
が
77
・９
％
、

北
海
道
で
の
稲
作
が
77
・２
％
と
な
り

ま
し
た
。

備
投
資
の
種
類
と
し
て
は「
効
率
化
投

資
」と
す
る
割
合
が
最
も
高
く
、設
備

投
資
の
内
容
は「
農
機
具
・
機
械
装
置
」

が
大
部
分
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

他
方
で
割
合
が
低
か
っ
た
業
種
と
し

て
は
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
59
・８
％
と
最
も

低
く
、次
い
で
茶
が
61
・５
％
、キ
ノ
コ

が
65・３
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、実
施
し
た
設
備
投
資
の
種
類

と
し
て
は
、農
業
全
体
で
は「
効
率
化
投

資
」が
39
・８
％
と
最
も
高
く
、次
い
で

設
備
投
資
の
実
施
状
況

23
年
は
稲
作・畑
作
で
７
割
超
実
施
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◆ ７割超が投資済み、2024年は半数弱が投資予定
図１　設備投資の実施状況（2023年実績と2024年の実施予定、業種別、複数選択）

◆ 投資実績・予定ともに「農機具・機械装置」が最多
図２　設備投資の内容（2023年実績と2024年の実施予定、業種別）

業種区分 時期区分 実施（予定）割合
設備投資の種類

効 率 化 投 資（ 能 力
アップ、省力化など）

更新投資（同等のも
のへの買い替え）

拡大投資（土地・家
畜・果樹など含む）

新作目や新事業へ
の投資

SDGsに向けた
投資

農業全体 23年実績 74.5 39.8 34.7 26.4 10.5 3.4
24年予定 48.9 57.3 46.3 32.9 13.9 4.8

稲作（北海道） 23年実績 77.2 41.2 39.4 30.8 7.2 2.0
24年予定 46.8 52.1 51.0 31.8 6.6 1.7

稲作（都府県） 23年実績 78.5 45.5 37.9 26.3 9.8 3.4
24年予定 54.4 59.1 50.9 28.5 11.1 4.5

畑作 23年実績 77.9 49.0 35.7 23.1 8.0 2.5
24年予定 51.7 68.6 42.6 25.0 9.3 2.9

露地野菜 23年実績 77.0 46.1 30.0 28.4 13.3 3.4
24年予定 52.6 65.4 36.2 31.9 19.2 5.1

施設野菜 23年実績 73.7 36.6 33.9 25.0 13.9 4.3
24年予定 46.6 56.4 42.1 32.5 24.6 4.3

茶 23年実績 61.5 34.9 23.9 23.9 11.9 3.7
24年予定 40.6 63.4 34.1 19.5 19.5 7.3

果樹 23年実績 73.8 34.2 26.5 37.4 19.8 4.3
24年予定 51.5 55.3 34.0 41.5 25.0 5.9

施設花き 23年実績 76.7 36.3 43.0 14.5 18.7 3.1
24年予定 46.6 49.4 50.6 24.1 19.5 5.7

キノコ 23年実績 65.3 26.7 34.7 17.3 9.3 8.0
24年予定 51.9 52.5 60.0 32.5 12.5 5.0

酪農（北海道） 23年実績 68.6 33.3 35.6 19.9 4.2 5.7
24年予定 34.5 51.7 40.2 36.8 12.6 4.6

酪農（都府県） 23年実績 65.9 23.8 37.4 24.9 7.7 0.7
24年予定 41.8 49.1 50.9 39.5 12.3 3.5

肉用牛 23年実績 66.8 30.1 26.2 32.5 5.2 2.4
24年予定 37.9 48.7 46.2 57.3 6.0 5.0

養豚 23年実績 77.0 37.3 46.1 24.4 5.5 5.1
24年予定 56.9 49.6 63.4 31.7 8.1 11.4

採卵鶏 23年実績 68.6 32.2 38.0 16.5 11.6 4.1
24年予定 48.4 52.5 59.3 28.8 8.5 5.1

ブロイラー 23年実績 59.8 29.3 34.8 16.3 4.3 3.3
24年予定 38.9 51.4 51.4 28.6 8.6 5.7

業種区分 時期区分 農機具・機械装置 建物・ハウス・構築物 農地などの取得 農地などの賃借 トラックなど車両 果樹・家畜 システム・ソフトウェア その他
農業全体 23年実績 73.1 26.0 20.8 16.2 19.6 7.7 7.0 9.4

24年予定 64.9 29.9 17.6 12.4 16.0 6.4 5.3 14.6
稲作（北海道） 23年実績 84.1 16.7 36.4 7.6 16.9 0.0 4.2 6.8

24年予定 77.3 15.2 25.9 8.5 8.2 0.7 2.1 10.3
稲作（都府県） 23年実績 85.6 18.3 19.0 24.2 16.5 1.4 4.9 8.5

24年予定 76.8 21.5 16.3 16.0 14.0 0.9 3.6 14.7
畑作 23年実績 86.9 14.1 23.2 14.6 16.0 0.2 6.3 5.7

24年予定 79.6 14.1 17.8 8.6 15.1 0.7 5.3 11.8
露地野菜 23年実績 77.6 25.6 22.5 19.5 21.6 1.1 7.1 8.2

24年予定 63.4 32.1 19.4 16.1 18.8 1.9 6.9 13.9
施設野菜 23年実績 54.5 48.4 15.3 16.0 20.9 2.3 10.4 11.9

24年予定 51.4 50.7 16.7 16.7 16.7 1.4 7.6 17.8
茶 23年実績 67.7 16.9 15.4 18.5 26.2 6.2 9.2 9.2

24年予定 64.3 9.5 11.9 14.3 19.0 2.4 4.8 16.7
果樹 23年実績 56.9 32.8 23.0 18.2 16.8 31.8 8.0 13.9

24年予定 44.0 39.0 14.3 13.7 15.4 25.3 6.0 18.1
施設花き 23年実績 53.4 41.8 11.6 10.3 17.1 2.1 11.0 15.1

24年予定 51.1 40.9 13.6 9.1 15.9 0.0 10.2 15.9
キノコ 23年実績 60.4 33.3 10.4 6.3 20.8 6.3 4.2 16.7

24年予定 64.1 38.5 15.4 5.1 25.6 0.0 5.1 15.4
酪農（北海道） 23年実績 69.3 24.0 21.8 8.9 16.8 7.8 5.0 11.2

24年予定 54.2 28.9 19.3 8.4 13.3 8.4 6.0 19.3
酪農（都府県） 23年実績 63.5 17.4 16.9 18.0 17.4 27.5 5.1 12.9

24年予定 63.3 30.3 15.6 5.5 17.4 24.8 2.8 9.2
肉用牛 23年実績 62.3 24.9 19.6 10.9 23.7 37.2 6.1 8.1

24年予定 45.6 37.8 20.2 9.3 19.7 33.2 2.6 15.0
養豚 23年実績 53.3 50.3 16.8 4.2 34.1 17.4 10.8 7.8

24年予定 50.9 53.4 12.1 6.0 27.6 12.1 6.9 16.4
採卵鶏 23年実績 57.8 51.8 12.0 1.2 28.9 7.2 9.6 13.3

24年予定 55.2 44.8 6.9 6.9 24.1 6.9 13.8 12.1
ブロイラー 23年実績 61.8 43.6 14.5 3.6 29.1 1.8 12.7 5.5

24年予定 44.4 47.2 16.7 2.8 13.9 5.6 8.3 19.4
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◆ 耕種・畜産いずれも「効率化への設備増強」の合計が最多
図３　今後３年間で重点的に取り組みたいこと（耕種・畜産・業種別）

◆ 経営主の年齢が低いほど「効率化」「規模拡大」への意欲高い
図４　今後３年間で重点的に取り組みたいこと（経営主年齢区分別）

◆ 「スマート農業」への関心が最多
図５　関心がある取り組み（業種別）

業種
区分 順位 効率化への

設備増強 人材確保 生産規模
の拡大 人材育成 新たな生産

技術導入
加工・販売へ
の取り組み

新品種・
畜種導入

SDGsに向け
た取り組み

農業関連以
外の事業 その他 現状維持 事業の縮小

耕種

第１位 19.1 14.3 27.2 5.7 4.6 6.3 3.9 0.4 0.7 0.7 15.4 1.4
第２位 19.6 16.2 7.7 12.1 12.0 6.9 6.7 1.0 1.1 0.3 5.3 1.2
第３位 12.5 9.1 6.4 9.8 14.5 4.3 6.3 2.8 2.4 0.9 9.5 2.1
合　計 51.2 39.7 41.3 27.6 31.2 17.6 16.9 4.3 4.3 2.0 30.1 4.7

畜産

第１位 17.7 14.5 22.6 7.2 2.2 4.1 4.4 0.4 0.7 0.8 22.4 2.9
第２位 16.5 16.3 5.9 15.5 7.2 4.1 4.8 2.2 1.3 0.6 7.8 2.2
第３位 12.5 8.1 5.5 11.1 7.6 2.5 3.9 4.0 2.5 0.9 10.2 1.5
合　計 46.8 38.9 34.0 33.8 17.1 10.8 13.2 6.7 4.5 2.3 40.3 6.5

稲作（北海道） 53.7 27.9 45.0 15.8 44.9 9.3 13.5 3.9 3.6 2.4 37.2 7.0
稲作（都府県） 52.7 41.9 46.5 30.1 28.2 15.1 12.9 4.6 3.0 1.5 27.3 3.9
畑作 59.0 30.9 46.2 17.1 43.0 10.3 19.3 4.7 3.3 2.2 32.9 4.5
露地野菜 52.4 42.3 45.6 28.3 29.3 19.6 13.4 2.7 5.7 1.8 29.1 4.4
施設野菜 46.0 42.4 33.2 32.7 28.1 25.6 18.1 4.3 6.5 2.3 30.7 3.3
茶 37.1 35.2 24.8 28.6 15.2 33.3 16.2 4.8 10.5 2.9 38.1 7.6
果樹 44.5 52.6 30.7 31.0 24.3 29.1 30.5 5.7 4.6 1.6 25.1 3.8
施設花き 43.2 41.1 17.4 35.3 28.4 13.7 34.7 3.2 3.7 5.3 34.7 8.4
キノコ 54.1 40.5 29.7 39.2 17.6 32.4 14.9 5.4 6.8 1.4 18.9 4.1
酪農（北海道） 51.8 35.8 31.9 28.0 22.2 8.2 8.9 10.9 5.8 3.9 44.7 9.3
酪農（都府県） 45.6 32.8 35.4 25.2 20.4 8.8 14.2 4.4 4.7 1.5 48.9 4.4
肉用牛 39.6 34.1 36.9 30.8 16.2 10.3 20.7 6.0 3.9 2.4 39.7 9.0
養豚 57.5 43.4 37.4 44.3 16.9 13.7 8.7 7.8 3.2 1.8 30.1 3.7
採卵鶏 46.3 56.2 22.3 48.8 5.8 19.0 2.5 7.4 6.6 2.5 34.7 4.1
ブロイラー 53.8 40.9 29.0 36.6 21.5 5.4 2.2 3.2 4.3 0.0 44.1 3.2

経営主
年齢区分

効率化への
設備増強 人材確保 生産規模

の拡大 人材育成 新たな生産
技術導入

加工・販売へ
の取り組み

新品種・
畜種導入

SDGsに向け
た取り組み

農業関連以
外の事業 その他 現状維持 事業の縮小

全体 50.2 39.7 39.6 29.3 27.6 16.2 16.0 5.0 4.5 2.1 32.2 5.1
49歳以下 56.6 39.8 47.3 29.8 29.5 19.5 14.9 5.1 6.1 2.1 26.4 2.7
50～59歳 52.9 38.8 39.2 28.0 29.9 15.1 18.5 4.8 4.8 2.5 34.4 4.5
60～69歳 47.2 39.8 36.4 28.0 26.9 14.3 17.5 5.1 3.5 1.8 33.7 6.7
70歳以上 39.7 40.9 31.0 31.6 22.2 15.0 11.7 4.9 2.8 1.7 37.3 7.5

業種区分 スマート農業 事業承継 耕畜連携 有機農業 輸出・海外展開 HACCP・GAP
など認定

農業全体 54.2 33.9 22.4 19.8 13.5 10.2
稲作（北海道） 70.4 28.3 19.6 18.6 12.7 5.0
稲作（都府県） 60.8 37.2 19.5 25.8 12.0 8.4
畑作 74.0 29.7 18.1 15.8 7.5 6.4
露地野菜 58.0 26.5 16.2 26.1 10.6 15.1
施設野菜 55.3 33.9 8.9 23.0 17.9 14.1
茶 34.8 31.5 4.3 41.3 28.3 12.0
果樹 54.8 41.8 4.9 20.5 19.3 8.6
施設花き 50.6 43.8 3.1 13.1 15.6 3.8
キノコ 47.0 40.9 4.5 21.2 18.2 18.2
酪農（北海道） 44.9 27.5 39.4 16.9 6.8 14.0
酪農（都府県） 31.1 38.3 58.3 8.9 5.1 6.0
肉用牛 28.7 31.6 54.9 8.4 22.8 8.6
養豚 34.4 33.3 47.4 4.2 7.8 19.8
採卵鶏 23.3 34.0 35.0 6.8 22.3 28.2
ブロイラー 40.3 51.9 24.7 3.9 3.9 2.6



18　AFCフォーラム 2024・8 夏1号

Report on research

　

今
後
３
年
間
で
取
り
組
み
た
い
こ
と

の
優
先
度
が
最
も
高
い
、す
な
わ
ち
第

１
位
の
取
り
組
み
は
耕
種
と
畜
産
と
も

に「
生
産
規
模
の
拡
大
」と
な
っ
て
お
り
、

耕
種
が
27
・２
％
、畜
産
が
22
・６
％
と

な
り
ま
し
た
図
３
。

　

第
１
位
か
ら
第
３
位
ま
で
の
回
答
を

積
み
上
げ
た
割
合
は
、耕
種
で
は「
効
率

化
へ
の
設
備
増
強
」が
51
・２
％
と
最
も

高
く
、次
い
で「
生
産
規
模
の
拡
大
」が

41・３
％
、「
人
材
確
保
」が
39・７
％
の
順

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、畜
産
で
は「
効

率
化
へ
の
設
備
増
強
」が
46
・８
％
と
最

も
高
く
、次
い
で「
現
状
維
持
」が
40・３

％
、「
人
材
確
保
」が
38
・９
％
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
に
お
い
て「
現
状
維
持
」と
す

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

原
材
料
高
騰
な
ど
の
影
響
で
業
界
全
体

と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て

取
り
組
み
内
容
は
年
齢
で
異
な
る

　

今
後
３
年
間
で
重
点
的
に
取
り
組
み

た
い
こ
と
を
経
営
主
の
年
齢
別
に
見
る

と
、経
営
主
年
齢
区
分
が
低
い
ほ
ど「
効

率
化
へ
の
設
備
増
強
」「
生
産
規
模
の
拡

大
」と
す
る
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
図
４
。ま
た
、経
営
主
年

齢
区
分
が
高
い
ほ
ど「
事
業
の
縮
小
」が

高
く
、さ
ら
に「
人
材
確
保
」と
す
る
割

合
は
経
営
主
年
齢
区
分
に
よ
る
差
が
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

次
に
、関
心
が
あ
る
取
り
組
み
を
業

種
別
お
よ
び
経
営
主
年
齢
別
に
聞
い
て

み
る
と
、農
業
全
体
で
は「
ス
マ
ー
ト
農

業
」が
54
・２
％
と
最
も
高
く
、次
い
で

「
事
業
承
継
」が
33
・９
％
と
な
り
ま
し

た
図
５
。

　

ま
た
業
種
別
で
は
、茶
で
は「
有
機
農

業
」が
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
除
く
畜
産
で
は

「
耕
畜
連
携
」が
他
業
種
と
比
べ
て
高
く

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、経
営
主
年
齢
区
分
別
に
見
る

と
年
齢
区
分
が
低
い
ほ
ど「
ス
マ
ー
ト

農
業
」、経
営
主
年
齢
区
分
が
高
い
ほ
ど

「
事
業
承
継
」が
高
く
な
る
傾
向
が
見
て

取
れ
ま
す
図
６
。�

　

結
果
の
詳
細
は

日
本
公
庫
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。

�

（
情
報
企
画
部
　
高
田�
圭
介
）

い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
、耕
種
に
お
い
て
は
茶
、

果
樹
以
外
の
業
種
で
は「
効
率
化
へ
の

設
備
増
強
」と
す
る
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、果
樹
で
は「
人
材
確

保
」が
52
・６
％
と
最
も
高
く
、茶
で
は

「
現
状
維
持
」が
38
・
１
％
と
最
も
高
く

な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、畜
産
で
は「
効
率
化
へ
の
設

備
増
強
」に
つ
い
て
北
海
道
で
の
酪
農

が
51
・
８
％
、養
豚
が
57
・５
％
、ブ
ロ

イ
ラ
ー
が
53
・８
％
と
最
も
高
く
な
り

ま
し
た
。採
卵
鶏
で
は「
人
材
確
保
」が

56・２
％
と
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
人
材
育
成
」と
す
る
割
合
は
養
豚
が

44・３
％
、採
卵
鶏
が
48・８
％
と
、他
業

種
と
比
べ
て
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
現
状
維
持
」と
す
る
割
合
は
都
府
県

で
の
酪
農
が
48
・９
％
、肉
用
牛
が
39
・

７
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
農
業
景
況
調
査
／
調
査
概
要
】

⃝

調
査
時
点

　

２
０
２
４
年
１
月

⃝

調
査
方
法

　

�

調
査
票
に
よ
る
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
調
査

⃝

調
査
対
象

　

�

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金
融
資
先　

　

計
２
万
２
２
９
１
先

⃝

有
効
回
答
数

　

６
９
４
７
先（
回
収
率
31
・
２
％
）

　

業
種
別
で
は
、養
豚
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー

以
外
の
業
種
で「
農
機
具
・
機
械
装
置
」

が
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。養
豚
お
よ

び
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は「
建
物
・
ハ

ウ
ス
・
構
築
物
」が
最
も
高
く
、そ
れ
ぞ

れ
養
豚
が
53
・４
％
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
が

47・２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
農
地
等
の
取
得
」は
、北
海
道
で
の

稲
作
が
25
・９
％
と
他
の
業
種
と
比
較

し
て
高
く
、次
い
で
肉
用
牛
が
20
・２
％

と
な
り
、酪
農
は
稲
作
、畑
作
な
ど
の
耕

種
と
同
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

農業景況調査

◆ 年齢が低いほど「スマート農業」、高いほど「事業承継」に関心
図６　関心がある取り組み（経営主年齢区分別）

経営主
年齢区分

スマート
農業 事業承継 耕畜連携 有機農業 輸出・

海外展開
HACCP・
GAP等認定

49歳以下 62.5 13.9 26.7 20.1 17.7 13.5

50～59歳 59.3 30.0 21.1 17.4 13.8 10.1

60～69歳 47.7 48.5 20.7 19.1 11.6 8.3

70歳以上 41.5 53.4 19.0 24.5 7.9 6.8

重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
こ
と

「
生
産
規
模
の
拡
大
」が
最
多


